
発行・編集　一鍼灸院　　三重県名張市丸之内 29-１　　0595－44 ー 6776

Hajime Acupuncture Clinic NEWS

一鍼灸院

201８年 1月号

はじめの一歩通信
Vol.28

 
 

鍼
と
自
然
治
癒
力

 

誰
に
で
も
転
ん
で
膝
を
す
り
む
い
た
り
、

包
丁
で
指
を
切
る
な
ど
の
ケ
ガ
の
経
験

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
傷
口
を
観
察
し

て
い
る
と
血
が
止
ま
り
、
か
さ
ぶ
た
が

で
き
、
肉
が
盛
り
上
が
り
、
傷
口
が
閉

じ
ま
す
。
そ
し
て
忘
れ
た
頃
に
は
傷
跡

は
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
達
の

カ
ラ
ダ
に
は
﹁
自
己
修
復
能
力
・
自
己

治
癒
力
﹂
が
あ
り
、
ケ
ガ
で
も
病
気
で

も
あ
る
程
度
は
自
分
で
治
せ
る
力
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
常
に
古
い
細
胞
や
傷

つ
い
た
細
胞
が
新
し
い
細
胞
に
入
れ
替

わ
る
﹁
新
陳
代
謝
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鍼
で
カ
ラ
ダ
が
生
ま
れ
変
わ
る

　

鍼
灸
院
で
カ
ラ
ダ
に
刺
す
鍼
は
、
実

は
こ
の
受
傷
か
ら
修
復
、
治
癒
、
新
陳

代
謝
ま
で
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
人
為

的
に
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。

　

鍼
を
打
つ
と
、
ご
く
ご
く
微
小
な
傷

が
で
き
ま
す
。
そ
の
傷
つ
い
た
細
胞
を

修
復
す
る
た
め
に
、
血
小
板
や
白
血
球
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
が
集
ま
り
、
壊

れ
た
細
胞
を
取
り
除
き
、
新
し
い
細
胞

に
置
き
換
え
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

き
ま
す
。

　

病
を
発
症
し
た
カ
ラ
ダ
や
痛
み
の
あ

る
部
位
は
、
こ
う
い
っ
た
修
復
作
業
が

正
常
に
行
わ
れ
な
い
事
が
あ
っ
た
り
、

反
応
が
非
常
に
鈍
い
場
合
が
多
々
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
鍼
を
打
つ
と
カ
ラ
ダ
が
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覚
め
、
止
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て
い
た
修
復
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能
が

動
き
出
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ま
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不
健
康
な
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胞
を
健

康
な
細
胞
に
置
き
換
え
る
作
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が
加
速

し
、
治
癒
力
が
促
進
さ
れ
、
病
か
ら
の

回
復
が
促
さ
れ
る
の
で
す
。

　

他
に
も
、
自
律
神
経
や
血
管
、
ホ
ル

モ
ン
、
筋
膜
、
気
な
ど
鍼
の
影
響
は
様
々

で
、
私
た
ち
鍼
灸
師
は
適
切
な
刺
激
方

法
と
刺
激
部
位
に
つ
い
て
古
く
か
ら
の

伝
承
に
加
え
、
科
学
的
な
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
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一
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③傷ついた細胞を白血球が
　貪食・撤去します。 ④傷ついた部位が新しい細

胞に生まれ変わります。

①鍼をします ②傷んだ部位に鍼が刺さり
微小な傷ができます

⑤元気なカラダに
生まれ変わります！

伝統医療がWHO認定へ
～鍼灸・漢方の地位向上に期待～

　今春開催される世界保健機関 (WHO) の総会で、鍼灸や漢方な

どの伝統医療が「国際疾病分類」に追加されることが決まりま

した。（産経新聞より）

　今まで西洋医学一辺倒だった世界の医療基準に伝統医療が追

加される事は、日本の東洋医学界にとっても大きな転換点とな

りそうです。

　エビデンス（科学的根拠）の取り難さから、「医療類似行為」「代

替医療」の名称に甘んじてきた鍼灸医療ですが、WHOに正式

に認められる事で地位の向上を図り、有効性の研究や普及率の

増加などにより、国民の皆様に大きく還元できる可能性があり

ます。期待して見守りたいと思います。
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フルマラソン初挑戦！
　当院に来院されるランナーは多く、私は鍼灸師の立場で

治療やアドバイスを行ってきました。そこで私自身も数年

前から徐々に走り出し、今月の木曽三川マラソン大会にて、

初めてフルマラソン（42，195km）にチャレンジしました。

　結果は５時間７分。目標の４時間を大

きく下回る結果で初チャレンジは終わり

ました。20km前後から大腿の痙攣が始

まり、棄権も考えましたが歩く・走るを

繰り返しなんとかゴール。自身の実力と、

ランナーの皆さんの気持ちを少し知る事

ができ、良い機会となりました。

　また、チャレンジしたいと思います！


